
日本天文学会2021年秋季年会

V233a 近赤外線面分光ユニットSWIMS-IFU開発状況：スライスミラーアレイ+PO0
の超精密切削加工とX線CTによる評価
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SWIMS-IFUは東京大学がチリのアタカマ高地チャナントール山頂に建設中の TAO 6.5m望遠鏡に搭載され
る近赤外線撮像分光装置 SWIMSに面分光機能を追加するイメージスライサー方式の光学モジュールである。ス
リット幅をシーイング ∼ 0

′′
.5に最適化することで近赤外線面分光装置では最大となる 16

′′
.6×12

′′
.8の視野を実

現し、0.9–2.5µmを一度にR ∼1000で分光できる SWIMSの特徴と合わせて、空間的に広がった天体を効率よく
観測できる。SWIMS-IFUは装置内に冷却下で保管され、ロボットアームで焦点面に設置するため、コンパクト
(<170×220×60mm3)かつ軽量 (<900g)に設計される。そのため数mmサイズのミラーを狭い範囲に複雑に並べ
る必要があり、我々は超精密加工を用いて一つの金属母材に複数鏡面を加工する一体加工で開発を進めてきた。
スライスミラーアレイは 0.52mm×18mmの短冊状の平面鏡が互いに異なる方向を向いて 26個積み重なった光学

素子で、天体像を分割する重要な役割をもつ。この 26個のスライスミラーとともに望遠鏡からの光を SWIMS-IFU
光学系内に導く平面鏡 PO0(14mm×16mm)も同じ金属母材に加工する必要がある。そのため、形状が複雑にな
り、超精密加工と完成品の測定がともに非常に困難になる。その一方でスライスミラーの角度は 0.01◦の公差を
持つため、正確な加工と測定が必要となる。本講演ではスライスミラーアレイ+PO0の超精密切削加工での加工
手法とX線 CTを使用した測定について報告する。


